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新
興
技
術
で
揺
ら
ぐ
核
抑
止
力

ケ
ネ
ディ
の
予
言
、
再
び

　

連
載
1
回
目
は
、
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
の
誕
生
に
よ
り
米
国
と
欧
州

の
間
に
亀
裂
が
走
り
、
米
国
を
信
用
で
き
な
く
な
っ
た
欧
州
諸
国
が

核
武
装
も
視
野
に
置
き
始
め
て
い
る
動
き
を
描
い
た
。本
編
は
今
後
、

人
工
知
能
（
A
I
）
や
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
新
興
技

術
の
進
展
に
よ
り
、
核
抑
止
力
に
ほ
こ
ろ
び
が
生
じ
、
世
界
が
再
び

核
拡
散
に
向
か
う
可
能
性
を
探
る
旅
に
出
る
。
前
半
の
主
役
を
務
め

る
の
は
、
技
術
の
粋
を
集
め
、
米
軍
が
「
ク
ラ
ウ
ン
ジ
ュ
エ
ル
（
王

冠
の
宝
石
）」
と
呼
ぶ
原
子
力
潜
水
艦
だ
。

「
可
潜
艦
」
か
ら
潜
水
艦
に

　

潜
水
艦
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。ま
ず
は
、大
き
さ
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

　

米
海
軍
が
現
在
、建
造
を
続
け
る
最
新
鋭
原
潜「
コ
ロ
ン
ビ
ア
」は
、

皆
さ
ん
が
想
像
し
て
い
る
以
上
に
大
き
い
。
旧
日
本
海
軍
が
誇
っ
た

戦
艦
「
大
和
」
の
2
6
3
㍍
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
全
長
は

1
7
1
㍍
に
も
及
ぶ
。
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
機
（
76
・
4
㍍
）
の
2

倍
以
上
の
長
さ
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
東
京
五
輪
が
開
か
れ
た
国
立

ダ
ビ
ン
チ
が
託
し
た
夢

第2回

会あ
い

川か
わ

　
晴は

る

之ゆ
き

（
毎
日
新
聞
客
員
編
集
委
員
）
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競
技
場
の
サ
ッ
カ
ー
・
ピ
ッ
チ
は
長
さ
1
0
5
㍍
、
観
客
席
と
観
客

席
の
間
に
あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
の
長
さ
は
1
6
4
・
5
㍍
で
あ
る
。
こ

の
潜
水
艦
を
国
立
競
技
場
に
置
く
と
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
は
収
ま
ら
ず

両
端
が
観
客
席
に
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

　

原
潜
の
誕
生
は
、
米
国
で
「
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
」
が
進
水
し
た
に

1
9
5
4
年
1
月
に
さ
か
の
ぼ
る
。
同
艦
は
そ
の
年
の
12
月
に
初
め

て
臨
界
を
達
成
、55
年
1
月
に
初
航
海
に
臨
ん
だ
。
そ
の
際
「
本
艦
、

原
子
力
に
て
航
行
中
」
と
打
電
、
原
潜
時
代
の
到
来
を
世
界
に
高
々

と
宣
言
し
た
。
58
年
8
月
に
は
北
極
点
の
真
下
を
世
界
で
初
め
て
航

行
し
、「
ノ
ー
チ
ラ
ス
、北
90
度
」
と
打
電
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

　

原
潜
は
動
力
に
原
子
炉
1
～
2
基
を
積
む
。
高
速
で
移
動
で
き
る

た
め
、
長
距
離
の
航
海
に
適
し
て
い
る
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
を

動
か
し
て
蓄
電
池
に
充
電
し
、
そ
れ
を
動
力
に
使
う
従
来
型
の
潜
水

艦
は
、
空
気
の
入
れ
換
え
や
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
に
使
う
空
気

の
取
り
入
れ
や
排
気
ガ
ス
を
船
外
に
排
出
す
る
た
め
、
敵
か
ら
見
つ

か
る
危
険
を
冒
し
て
で
も
海
面
近
く
に
浮
上
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

日
本
の
海
上
自
衛
隊
で
潜
水
艦
の
艦
長
を
務
め
た
経
験
が
あ
る
元

海
将
は
、
取
材
に
「
艦
長
の
頭
の
半
分
は
、
ガ
ス
欠
に
な
ら
な
い
よ

う
、
い
つ
、
ど
こ
で
浮
上
す
る
か
を
考
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
ん

な
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
な
く
、
作
戦
任
務
に
専
念
で
き
る
原
潜
の

艦
長
が
う
ら
や
ま
し
い
」
と
語
る
。

　

大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
は
0
・
03
％
。
そ
れ
が
1
・
5
％
に

上
が
る
と
息
切
れ
し
、
脈
拍
が
上
が
る
。
3
％
に
な
る
ば
頭
痛
や
め

米国が建造中の最新鋭原潜コロンビア級を、アメリカン・フットボール競技場に置
いてみると…。フィールドには収容できず、両端が観客席にかかってしまうほどの
大きさがある。＝米海軍のビデオから
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ま
い
、
吐
き
気
に
襲
わ
れ
、
と
て
も
仕
事
ど
こ
ろ
で
は
な
い
環
境
に

陥
る
。
小
説
で
は
あ
る
が
、
潜
水
艦
「
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
」
が
活
躍
す

る
ジ
ュ
ー
ル
・
ベ
ル
ヌ
の
「
海
底
2
万
里
」
で
は
、
南
極
を
航
行
中
、

四
方
八
方
を
氷
に
塞
が
れ
、浮
上
で
き
な
く
な
っ
た
シ
ー
ン
が
あ
る
。

脱
出
す
る
た
め
、
ネ
モ
船
長
ら
総
員
が
代
わ
る
代
わ
る
潜
水
服
を
着

て
艦
外
に
出
て
は
人
力
で
氷
を
砕
い
た
。
艦
内
で
休
息
中
の
人
た
ち

は
、
酸
素
を
で
き
る
だ
け
消
費
し
な
い
よ
う
横
た
わ
っ
て
過
ご
す
様

子
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
無
限
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
原
潜
で
は
、
酸
素
や
水
も
艦

内
で
自
製
で
き
る
。
食
糧
や
乗
組
員
の
健
康
状
態
が
許
す
限
り
、
海

に
潜
り
続
け
る
こ
と
が
可
能
だ
。
従
来
型
の
潜
水
艦
は
、
海
に
潜
る

こ
と
が
で
き
る
「
可
潜
艦
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
原
潜
は
「
潜
水
艦
」

で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
テ
ル
ス
性
が
極
め
て
高
く
な
り

「
海
の
忍
者
」
と
な
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
艦
船
や
航
空
機
、
ミ
サ
イ
ル
な
ど
を
探
知

す
る
レ
ー
ダ
ー
が
急
速
に
普
及
し
た
。
こ
れ
が
潜
水
艦
と
の
戦
い
に

革
命
を
も
た
ら
す
。

　

当
時
の
潜
水
艦
は
、
普
段
は
浮
上
し
て
い
る
た
め
、
レ
ー
ダ
ー
に

捉
え
ら
れ
や
す
か
っ
た
。旧
日
本
海
軍
の
潜
水
艦
の
写
真
を
見
る
と
、

敵
を
捕
捉
す
る
レ
ー
ダ
ー
に
加
え
、敵
の
レ
ー
ダ
ー
波
を
妨
害（
ジ
ャ

ミ
ン
グ
）
す
る
装
置
も
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

　

潜
水
艦
は
動
き
が
遅
い
こ
と
も
あ
り
、
相
手
に
見
つ
か
れ
ば
撃
沈

さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま
る
。
特
に
航
空
機
か
ら
の
攻
撃
に
は
極
め
て

脆
弱
だ
。
浮
上
し
て
航
行
す
る
の
が
常
だ
っ
た
第
二
次
世
界
大
戦
時

代
の
潜
水
艦
に
は
、
対
空
用
の
機
銃
も
備
え
ら
れ
て
い
た
。

　

一
方
、
海
の
中
に
は
レ
ー
ダ
ー
波
は
届
か
な
い
。
音
だ
け
が
支
配

す
る
世
界
で
、ソ
ナ
ー
で
聞
き
耳
を
た
て
る
し
か
な
い
。
そ
の
音
も
、

海
水
温
や
塩
分
濃
度
に
よ
っ
て
曲
が
っ
て
伝
わ
る
と
い
う
厄
介
な
性

質
を
持
つ
。
潜
水
艦
の
正
確
な
居
場
所
を
突
き
止
め
る
の
は
、
科
学

で
は
な
く
、
い
ま
だ
に
勘
と
経
験
が
支
配
す
る
「
匠
の
世
界
」
と
言

わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
言
う
と
、
実
は
、
海
の
中
の
様
子
は
、
あ
の
月
面
よ
り
も

わ
か
っ
て
い
な
い
。
月
面
の
詳
し
い
地
図
は
あ
る
が
、
世
界
の
海
の

8
割
は
未
調
査
で
、
海
図
の
精
度
は
低
い
。
判
明
し
て
い
る
だ
け
で

も
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
2
度
も
米
軍
の
原
潜
が
西
太
平
洋
で
海

底
火
山
な
ど
「
地
図
上
に
描
か
れ
て
い
な
い
物
体
」
に
衝
突
、
死
傷

者
を
出
す
事
故
が
起
き
て
い
る
。

　

潜
水
艦
の
最
大
の
強
み
は
、
全
面
核
戦
争
に
な
っ
た
場
合
で
も
、

生
き
残
れ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
に
あ
る
。
核
戦
争
が
勃
発

し
た
場
合
、
平
時
か
ら
絶
え
ず
偵
察
衛
星
の
監
視
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
地
上
配
備
の
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
I
C
B
M
）
基
地
な
ど
は

全
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
だ
が
、
レ
ー
ダ
ー
の
届
か
な
い
海
に
潜

り
つ
づ
け
る
原
潜
は
、
相
手
に
見
つ
か
る
可
能
性
が
極
め
て
低
い
。

第
二
擊
能
力
と
呼
ば
れ
る
相
手
に
反
撃
す
る
能
力
が
無
傷
に
近
い
状

態
で
手
元
に
残
る
こ
と
に
な
る
。

　

敵
か
ら
見
れ
ば
、
第
二
擊
能
力
を
叩
き
潰
す
こ
と
が
で
き
な
い
以
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上
、
核
攻
撃
を
す
れ
ば
必
ず
核
で
反
撃
さ
れ
る
と
考
え
る
必
要
が
あ

る
。「
や
れ
ば
、
や
り
返
さ
れ
る
」。
冷
戦
時
代
以
後
、
現
在
に
至
る

ま
で
核
戦
争
を
阻
止
す
る
理
論
と
し
て
機
能
し
続
け
て
き
た
相
互
確

証
破
壊
（
M
A
D
）
は
、
い
ま
だ
に
有
効
だ
。

　

米
軍
は
、
敵
に
見
つ
か
る
可
能
性
が
極
め
て
低
い
原
潜
を
「
不
死

身
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
配
備
し
て
い
る
約
1
7
0
0
発
の
戦
略

核
兵
器
の
う
ち
、
約
6
割
を
潜
水
艦
発
射
型
弾
道
ミ
サ
イ
ル

（
S
L
B
M
）
と
い
う
形
で
潜
水
艦
に
配
備
し
て
い
る
。
原
潜
が
、

米
国
の
核
抑
止
力
の
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

米
軍
が
保
有
す
る
潜
水
艦
は
、
す
べ
て
原
潜
だ
。
11
隻
保
有
し
て

い
る
空
母
も
同
様
に
す
べ
て
原
子
力
を
動
力
に
使
う
。
米
本
土
か
ら

遠
く
離
れ
た
世
界
各
地
に
艦
船
を
派
遣
す
る
に
は
、
高
速
で
長
距
離

を
航
行
で
き
る
原
潜
や
原
子
力
空
母
が
最
適
な
た
め
だ
。
一
方
、
中

国
や
ロ
シ
ア
は
原
潜
の
ほ
か
、
自
国
の
周
辺
海
域
を
防
衛
す
る
た
め

に
、
従
来
型
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
潜
水
艦
も
保
有
し
て
い
る
。

　

米
軍
が
保
有
す
る
原
潜
は
、
大
別
す
る
と
二
種
類
あ
る
。

　

一
つ
目
は
、S
L
B
M
を
搭
載
す
る
戦
略
原
潜
（
S
S
B
N
）
だ
。

太
平
洋
、
大
西
洋
の
両
岸
に
配
備
基
地
が
あ
る
。
核
ミ
サ
イ
ル
を
載

せ
た
ま
ま
、
常
に
海
に
潜
り
有
事
に
備
え
て
哨
戒
活
動
を
続
け
て
い

る
。
現
在
は
、
1
9
8
1
年
に
就
役
を
始
め
た
オ
ハ
イ
オ
級
14
隻
を

運
用
、
30
年
代
初
頭
か
ら
順
次
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
級
に
置
き
換
え
る
計

画
だ
。

　

も
う
一
方
は
、
敵
潜
水
艦
の
監
視
・
追
跡
や
、
米
海
軍
が
誇
る
空

北極圏で氷を破り浮上した米原潜「コネティカット」。ノーチラス号が1958年に北極
点の水面下を通航して以後、米軍は毎年のように北極圏に原潜を派遣している。＝米
国防総省提供
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母
打
撃
軍
の
護
衛
役
な
ど
を
務
め
る
攻
撃
原
潜
（
S
S
N
）
だ
。
空

母
打
撃
群
は
、
空
母
1
隻
と
複
数
の
イ
ー
ジ
ス
艦
を
中
心
に
形
成
す

る
艦
隊
で
、
普
段
か
ら
哨
戒
活
動
を
続
け
て
い
る
ほ
か
、
有
事
の
際

は
攻
撃
の
中
核
を
務
め
る
。

　

S
S
N
は
ト
マ
ホ
ー
ク
巡
航
ミ
サ
イ
ル
を
搭
載
、
2
0
0
1
年
の

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
03
年
に
は
イ
ラ
ク
戦
争
の
際
に
、
開
戦
と
同
時

に
敵
地
を
攻
撃
す
る
役
割
を
担
っ
た
。
現
在
は
、
約
50
隻
が
就
役
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
級
、
シ
ー
ウ
ル
フ
級
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
級
の
3
タ
イ
プ

が
あ
る
。

　

こ
の
二
種
類
に
加
え
、
最
近
は
、
敵
地
攻
撃
に
特
化
し
た
ミ
サ
イ

ル
原
潜
（
S
S
G
N
）
も
登
場
、
現
在
、
4
隻
を
運
用
し
て
い
る
。

ト
マ
ホ
ー
ク
を
1
5
4
発
積
む
ほ
か
、
海
軍
特
殊
部
隊
シ
ー
ル
ズ
の

部
隊
が
敵
地
に
忍
び
込
む
た
め
の
高
速
艇
な
ど
も
装
備
す
る
特
殊
艦

と
し
て
の
役
目
も
果
た
す
。

　

米
海
軍
の
原
潜
が
普
段
は
何
を
し
、
有
事
に
は
ど
ん
な
役
割
を
担

う
の
か
。
米
国
が
ラ
イ
バ
ル
と
位
置
づ
け
る
中
国
や
ロ
シ
ア
は
、
そ

れ
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
核
心
に
入
る
前
に
、
ま
ず
は
潜
水
艦
の

歴
史
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

潜
水
艦
の
起
源
は
ル
ネ
サ
ン
ス
期

　

潜
水
艦
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
巨
匠
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
ビ
ン
チ

（
1
4
5
2
年
～
1
5
1
9
年
）
が
「
発
明
」
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。

彼
は
「
モ
ナ
リ
ザ
」
や
「
最
後
の
晩
餐
」
な
ど
を
描
い
た
画
家
、
そ

米海軍のミサイル原潜（SSGN）「ジョージア」。甲板には、海軍特殊部隊が使う高
速艇を収容するなど、特殊任務にも従事する＝米国防総省提供
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し
て
、
彫
刻
家
と
し
て
名
高
い
が
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
戦
車
な
ど
さ

ま
ざ
ま
武
器
や
機
械
を
「
発
明
」
し
た
技
術
者
で
も
あ
る
。
ま
さ
に

万
能
の
人
だ
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
ス
ケ
ッ
チ
は
、
1
9
8
0
年
代
ま

で
全
日
空
の
旅
客
機
の
垂
直
尾
翼
に
描
か
れ
て
い
た
。
記
憶
さ
れ
て

い
る
方
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

ダ
ビ
ン
チ
は
1
5
1
5
年
ご
ろ
、潜
水
艦
の
ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
た
。

潜
水
艦
と
い
う
よ
り
、
潜
水
艇
と
い
う
呼
び
名
が
似
合
う
小
型
兵
器

だ
。
1
人
乗
り
で
、
敵
艦
の
下
に
潜
り
込
み
船
底
に
バ
ネ
仕
掛
け
の

ド
リ
ル
で
穴
を
う
が
ち
、沈
め
る
こ
と
を
想
定
し
た
。
ダ
ビ
ン
チ
は
、

「
必
殺
兵
器
」
と
言
え
る
こ
の
危
険
極
ま
り
な
い
潜
水
艦
の
ア
イ
デ

ア
が
敵
の
手
に
渡
る
こ
と
を
心
配
し
、
全
体
像
を
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ

を
残
さ
ず
、
パ
ー
ツ
ご
と
に
描
い
た
と
さ
れ
る
。

　

た
だ
、
ダ
ビ
ン
チ
考
案
の
潜
水
艦
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
他
の

兵
器
の
ア
イ
デ
ア
と
同
様
に
「
当
時
の
技
術
水
準
で
は
実
現
で
き
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
専
門
家
は
指
摘
す
る
。
彼
が
発
明
し
た
技

術
の
う
ち
、
当
時
の
技
術
で
達
成
で
き
た
の
は
「
風
力
を
使
い
製
粉

す
る
機
械
（
風
車
）
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
る
。

　

ダ
ビ
ン
チ
の
ア
イ
デ
ア
が
よ
う
や
く
実
を
結
ん
だ
の
は
、
そ
れ
か

ら
1
世
紀
を
経
た
1
6
2
0
年
代
だ
っ
た
。
英
国
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
1

世
の
招
き
で
渡
英
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
発
明
家
コ
ル
ネ
リ
ス
・
ド
レ
ベ

ル
が
世
界
初
の
潜
水
艦
を
建
造
し
、
聴
衆
が
見
守
る
中
、
首
都
ロ
ン

ド
ン
の
中
心
部
を
流
れ
る
テ
ム
ズ
川
を
3
時
間
に
わ
た
り
潜
航
し
て

み
せ
た
。

ANAは、ダビンチが描いたヘリコプターのスケッチを垂直尾翼に描いていた＝中部
国際空港のX（旧ツイッター）から
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こ
の
潜
水
艦
は
、
英
国
の
数
学
者
だ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ボ
ー
ン

が
1
5
7
8
年
に
記
し
た
設
計
図
を
も
と
に
し
て
製
造
し
た
も
の
と

さ
れ
る
。
木
製
の
枠
組
み
に
防
水
用
の
革
を
張
っ
た
も
の
で
、
動
力

は
革
の
覆
い
か
ら
突
き
出
た
オ
ー
ル
を
、
10
人
近
い
漕
ぎ
手
が
こ
ぐ

こ
と
で
得
た
。
水
面
上
に
突
き
出
た
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
か
ら
空
気
を
取

り
込
み
、
新
鮮
な
空
気
も
確
保
で
き
た
。
だ
が
、
英
国
海
軍
は
こ
の

潜
水
艦
に
関
心
を
寄
せ
ず
、
初
の
潜
水
艦
が
軍
務
に
就
く
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　

潜
水
艦
が
初
め
て
実
戦
で
使
わ
れ
る
に
は
、
そ
れ
か
ら
1
5
0
年

以
上
も
待
つ
必
要
が
あ
っ
た
。
18
世
紀
後
半
に
あ
っ
た
米
独
立
戦
争

の
さ
な
か
、
米
国
の
発
明
家
デ
ビ
ッ
ド
・
ブ
ッ
シ
ュ
ネ
ル
は
、
英
国

と
の
独
立
戦
争
中
の
1
7
7
5
年
に
、
世
界
初
の
軍
事
用
小
型
潜
水

艦
「
タ
ー
ト
ル
」
を
開
発
し
た
。「
亀
」
と
い
う
名
に
は
そ
ぐ
わ
ず
、

形
状
は
卵
形
。
全
長
は
3
㍍
、
高
さ
は
1
・
8
㍍
だ
っ
た
。
木
製
で
、

一
人
が
乗
り
込
み
、
人
力
で
動
か
し
た
。
酸
素
容
量
に
制
限
が
あ
る

た
め
、
最
大
潜
水
時
間
は
30
分
だ
っ
た
。

　

米
海
軍
が
採
用
し
、
翌
76
年
7
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
港
の
封
鎖
作

業
に
あ
た
っ
て
い
た
英
軍
の
旗
艦
「
イ
ー
グ
ル
」
に
忍
び
寄
る
。
浮

上
し
て
機
雷
を
取
り
付
け
た
後
、
再
び
潜
水
し
て
逃
げ
る
予
定
だ
っ

た
が
、
機
雷
を
う
ま
く
船
体
に
取
り
付
け
ら
れ
ず
、
失
敗
に
終
わ
っ

た
。

近
代
的
潜
水
艦
の
誕
生

　

以
後
、
世
界
各
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
潜
水
艦
の
構
想
が
生
ま
れ
て
は

消
え
て
い
っ
た
。
そ
ん
な
時
代
に
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
、
ジ
ュ
ー
ル
・

ベ
ル
ヌ
は
「
海
底
2
万
里
」
を
1
8
6
9
年
に
上
梓
す
る
。
原
潜
で

は
な
い
も
の
の
、
そ
れ
と
同
様
に
無
限
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
動
力
に

も
つ
潜
水
艦
「
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
」
が
、
太
平
洋
か
ら
地
中
海
、
そ
し

て
、
大
西
洋
を
南
下
し
南
極
大
陸
な
ど
を
訪
ね
る
壮
大
な
物
語
だ
。

当
時
の
潜
水
艦
は
、
大
陸
の
沿
岸
を
航
行
す
る
の
が
や
っ
と
の
時
代

だ
っ
た
が
、
ヴ
ェ
ル
ヌ
は
大
洋
、
そ
れ
も
水
面
下
を
自
由
自
在
に
航

行
す
る
姿
を
大
胆
か
つ
緻
密
な
筆
で
描
き
切
っ
た
。

　

現
在
に
つ
な
が
る
本
格
的
な
潜
水
艦
が
発
達
し
始
め
た
の
は
19
世

紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
。
そ
れ
を
皮
切
り
に
米
国
人
の
ホ
ラ
ン
ド
が
個
人

で
開
発
し
た
「
ホ
ラ
ン
ド
艇
」
が
米
海
軍
に
認
め
ら
れ
、
1
9
0
0

年
に
採
用
が
決
ま
る
。
浮
上
時
の
動
力
に
は
内
燃
機
関
を
、
潜
航
用

は
電
池
式
電
動
機
と
い
う
動
力
を
組
み
合
わ
せ
た
最
初
の
設
計
で
、

近
代
的
な
潜
水
艦
第
一
号
と
呼
ば
れ
る
。

　

そ
れ
以
前
の
潜
水
艦
は
蒸
気
機
関
を
使
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
熱

に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
き
た
。
ま
た
、
電
池
の
能
力
が
極
め
て
低
く
、

潜
航
能
力
が
限
ら
れ
て
い
た
。
ホ
ラ
ン
ド
の
潜
水
艦
は
、
そ
の
双
方

の
問
題
を
解
決
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
技
術
は
、
米
国
か
ら
英
国

に
渡
り
、
日
本
に
も
も
た
ら
さ
れ
た
。

　

日
本
が
潜
水
艦
を
初
め
て
調
達
し
た
の
は
、
米
軍
が
採
用
し
て
か
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ら
わ
ず
か
5
年
後
の
1
9
0
5
年
10
月
、
日
露
戦
争
の
終
戦
直
後
の

こ
と
だ
。
米
ホ
ラ
ン
ド
艇
を
解
体
し
て
日
本
に
移
送
し
、
横
須
賀
で

5
隻
を
組
み
立
て
、
第
一
潜
水
艇
隊
を
設
立
し
た
。
U
ボ
ー
ト
で
名

高
い
ド
イ
ツ
が
潜
水
艦
を
建
造
し
た
の
は
日
本
よ
り
も
1
年
遅
れ
の

06
年
12
月
だ
っ
た
。

U
ボ
ー
ト
席
巻

　

潜
水
艦
の
歴
史
が
ま
さ
に
動
い
た
の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
だ
っ

た
。
こ
の
大
戦
で
は
、
潜
水
艦
の
ほ
か
、
航
空
機
や
戦
車
が
初
め
て

実
戦
に
投
入
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
は
24
隻
の
U
ボ
ー
ト
を
投
入
、

1
9
1
5
年
か
ら
徐
々
に
大
西
洋
上
を
航
行
す
る
商
船
に
攻
撃
を
仕

掛
け
始
め
る
。

　

民
間
商
船
へ
の
攻
撃
は
、
国
際
法
違
反
と
な
る
。
攻
撃
に
は
事
前

警
告
が
必
要
で
、
こ
の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
ド
イ
ツ

は
1
9
1
7
年
2
月
か
ら
こ
れ
を
破
り
、
無
制
限
潜
水
艦
作
戦
を
始

め
る
。
1
年
間
で
英
国
の
商
船
5
5
0
万
㌧
を
沈
め
、
新
造
船
で
は

到
底
埋
め
切
れ
な
い
ほ
ど
の
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　

米
国
か
ら
大
西
洋
を
渡
り
英
国
に
届
く
支
援
物
資
が
途
絶
え
れ

ば
、
戦
況
は
不
利
に
傾
く
。
危
機
を
切
り
抜
け
よ
う
と
、
英
国
は
船

団
を
守
る
護
衛
艦
の
投
入
を
始
め
た
。
た
だ
、
ド
イ
ツ
海
軍
の
大
洋

艦
隊
と
の
戦
い
も
続
い
て
お
り
、
投
入
で
き
る
護
衛
艦
の
数
は
限
ら

れ
て
い
た
。

　

と
は
い
え
、
次
第
に
護
衛
艦
投
入
の
効
果
が
出
始
め
る
。
U
ボ
ー

ト
を
破
壊
す
る
能
力
は
限
ら
れ
て
い
た
が
、
対
策
を
打
た
な
け
れ
ば

「
や
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
ド
イ
ツ
軍
に
思
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
。
英
国
が
ど
う
動
く
の
か
、
そ
れ
を
ド
イ
ツ
に
考
え
さ
せ
る
。

戦
術
を
「
複
雑
化
」
さ
せ
る
効
果
は
予
想
以
上
に
大
き
か
っ
た
。

　

U
ボ
ー
ト
は
相
手
の
攻
撃
を
避
け
る
た
め
、
商
船
攻
撃
後
は
潜
水

し
て
逃
げ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
潜
水
す
れ
ば
機
動
力
や
状

況
認
識
力
の
多
く
を
失
い
、
攻
撃
力
が
格
段
に
落
ち
た
。
護
衛
艦
に

守
ら
れ
た
商
船
は
、
そ
の
隙
を
利
用
し
て
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

英
国
は
、
こ
れ
ま
で
中
立
を
保
っ
て
き
た
米
国
に
参
戦
を
強
く
促

し
た
。
自
国
の
商
船
も
損
害
を
受
け
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
米
国
は

ド
イ
ツ
が
無
制
限
潜
水
艦
作
戦
を
開
始
し
て
か
ら
2
カ
月
後
の
17
年

4
月
に
参
戦
を
決
め
る
。米
国
は
支
援
物
資
を
送
る
商
船
隊
を
強
化
、

他
の
中
立
国
に
も
参
加
を
促
し
た
。
さ
ら
に
、
護
衛
艦
も
投
入
し
船

団
を
守
っ
た
。
補
給
路
を
断
つ
こ
と
を
狙
っ
た
ド
イ
ツ
の
作
戦
は
、

圧
倒
的
な
物
量
を
誇
る
米
国
の
参
戦
を
招
い
た
こ
と
で
失
敗
に
終
わ

る
。第

二
次
世
界
大
戦
で
の
U
ボ
ー
ト

　

第
二
次
世
界
大
戦
開
戦
時
、
ド
イ
ツ
軍
の
U
ボ
ー
ト
は
57
隻
だ
っ

た
。
外
洋
で
も
使
え
る
タ
イ
プ
は
27
隻
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
第

一
次
世
界
大
戦
と
同
様
、
無
制
限
潜
水
艦
作
戦
に
挑
み
、
英
国
商
船

を
次
々
と
沈
め
た
。

　

英
国
は
、
前
回
の
大
戦
で
編
み
出
し
た
護
衛
艦
を
商
船
に
随
伴
さ
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せ
る
作
戦
で
対
抗
し
た
が
、
ド
イ
ツ
は
新
た
な
戦
術
「
ウ
ル
フ
パ
ッ

ク
（
群
狼
）
作
戦
」
を
導
入
す
る
。
3
隻
以
上
の
潜
水
艦
で
、
異
な

る
方
向
か
ら
一
斉
に
魚
雷
攻
撃
を
船
団
に
浴
び
せ
る
。
短
波
無
線
技

術
を
駆
使
し
た
潜
水
艦
指
揮
統
制
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
、
技
術
的
に

こ
の
作
戦
を
支
え
た
。

　

ド
イ
ツ
は
、
短
波
無
線
で
自
国
潜
水
艦
に
偵
察
機
で
得
た
敵
船
団

の
動
向
情
報
を
送
っ
た
。
多
い
時
は
10
隻
の
潜
水
艦
が
夜
間
、
一
斉

に
魚
雷
を
発
射
し
て
は
船
団
に
近
い
海
域
か
ら
逃
げ
去
る
行
動
を
繰

り
返
し
た
。
昼
間
は
船
団
か
ら
離
れ
、
攻
撃
は
夜
間
だ
け
。
そ
れ
を

数
日
間
も
繰
り
返
し
た
。
40
年
6
月
か
ら
10
月
の
わ
ず
か
5
カ
月
間

で
、
1
4
0
万
㌧
の
商
船
を
失
っ
て
い
た
英
国
の
被
害
は
、
こ
の
ウ

ル
フ
パ
ッ
ク
作
戦
が
始
ま
る
と
さ
ら
に
拡
大
し
た
。

　

だ
が
、ひ
と
つ
の
発
明
が
戦
局
を
一
気
に
反
転
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、

レ
ー
ダ
ー
の
開
発
だ
っ
た
。
英
国
艦
船
は
、
レ
ー
ダ
ー
で
U
ボ
ー
ト

を
捕
捉
、
長
距
離
爆
撃
機
B
2
4
を
投
入
し
て
、
船
団
周
辺
で
の
U

ボ
ー
ト
浮
上
を
阻
止
す
る
戦
術
を
導
入
し
た
。
U
ボ
ー
ト
は
、
商
船

と
英
国
の
護
衛
艦
か
ら
距
離
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
機
動
力

と
攻
撃
力
が
大
幅
に
低
下
し
た
。

　

さ
ら
に
、
英
国
が
ド
イ
ツ
の
暗
号
「
エ
ニ
グ
マ
」
の
解
読
に
成
功

し
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
軍
の
動
向
が
手
に
取
る
よ
う
に

わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
重
な
り
、
43
年
春
か
ら

夏
に
か
け
て
戦
局
は
逆
転
す
る
。

　

苦
境
に
陥
っ
た
ド
イ
ツ
軍
は
、
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
新
型
潜

水
艦
X
X
Ⅰ
型
の
開
発
を
急
い
だ
。
こ
の
潜
水
艦
は
、
水
中
で
の
戦

闘
力
強
化
に
焦
点
を
当
て
た
画
期
的
な
も
の
だ
っ
た
。
原
潜
と
は
違

い
、
ず
っ
と
海
に
潜
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
可
潜
艦
」
で
あ

り
な
が
ら
、バ
ッ
テ
リ
ー
の
容
量
を
増
や
し
、流
体
的
な
船
型
、シ
ュ

ノ
ー
ケ
ル
の
採
用
で
、
海
の
中
で
の
活
動
領
域
を
広
げ
た
。
船
体
を

海
面
に
浮
上
さ
せ
な
く
と
も
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
を
海
上
に
伸
ば
す
こ
と

で
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
を
稼
働
さ
せ
る
た
め
の
空
気
の
取
り
入

れ
や
排
出
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

従
来
の
潜
水
艦
に
比
べ
、
レ
ー
ダ
ー
の
反
射
面
積
が
格
段
に
小
さ

米
ワ
シ
ン
ト
ン
郊
外
の
暗
号
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
暗
号

機
「
エ
ニ
グ
マ
」。
＝
2
0
1
9
年
5
月
、
筆
者
撮
影
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く
な
り
、
敵
艦
に
発
見
さ
れ
に
く
く
な
っ
た
。
U
ボ
ー
ト
は
、
戦
術

的
機
動
性
を
取
り
戻
し
、
思
う
存
分
、
活
躍
す
る
能
力
を
得
た
。
た

だ
、
1
番
艦
が
1
9
4
4
年
5
月
に
竣
工
し
た
も
の
の
、
燃
料
不
足

や
乗
員
の
訓
練
不
足
な
ど
の
た
め
、
出
撃
で
き
た
回
数
は
少
数
に
と

ど
ま
っ
た
。
1
番
艦
就
役
か
ら
1
年
後
の
45
年
5
月
、
ド
イ
ツ
は
降

伏
す
る
。
X
X
Ⅰ
型
U
ボ
ー
ト
が
大
量
に
就
役
し
て
い
れ
ば
、
連
合

軍
の
脅
威
と
な
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
降
伏
と
い
う
ま
さ
に
「
ゴ
ン
グ

に
救
わ
れ
る
」
形
で
U
ボ
ー
ト
と
の
戦
い
の
幕
は
下
り
た
。

太
平
洋
で
の
潜
水
艦
戦

　

第
二
次
世
界
大
戦
で
は
、
ド
イ
ツ
だ
け
で
な
く
、
米
国
も
潜
水
艦

を
多
用
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
で
U
ボ
ー
ト
の
活
躍
を
見
た
米
国

は
、「
我
が
軍
の
潜
水
艦
は
劣
っ
て
い
る
」
と
認
識
し
、
戦
力
増
強

に
務
め
た
。
航
行
速
度
の
向
上
に
よ
り
、
世
界
の
海
を
航
行
す
る
米

海
軍
艦
隊
に
随
伴
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
活
動
範
囲
を
大
幅
に

広
げ
る
成
果
を
得
た
。

　

一
方
、
日
本
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
ド
イ
ツ
の
U
ボ
ー
ト
と
直

接
対
決
し
た
英
国
か
ら
、
対
潜
水
艦
作
戦
の
手
法
な
ど
を
学
ん
だ
。

だ
が
、
新
戦
術
や
新
兵
器
を
導
入
し
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
第
二

次
世
界
大
戦
で
の
戦
果
は
芳
し
い
も
の
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
シ
ー

レ
ー
ン
防
衛
に
も
気
を
配
ら
な
か
っ
た
た
め
、
戦
局
が
悪
化
し
た

1
9
4
4
年
以
後
は
、
南
方
か
ら
日
本
本
土
へ
の
物
資
や
資
源
輸
送

も
滞
っ
た
。

　

防
衛
省
防
衛
研
究
所
に
よ
る
と
、
開
戦
時
の
潜
水
艦
保
有
数
は
米

国
が
1
1
4
隻
、
日
本
は
62
隻
だ
っ
た
。
戦
時
中
に
そ
れ
ぞ
れ

2
0
3
隻
と
1
1
7
隻
を
建
造
し
た
。
損
害
は
、
米
国
は
16
％
に
当

た
る
52
隻
だ
っ
た
が
、
日
本
は
1
2
7
隻
と
71
％
も
失
っ
た
。
両
国

の
間
に
は
、
歴
然
と
し
た
戦
力
差
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

日
米
と
も
無
制
限
潜
水
艦
作
戦
を
採
用
し
た
。
日
本
は
米
西
海
岸

で
の
通
商
破
壊
作
戦
を
企
画
し
た
。
開
戦
直
後
の
2
カ
月
間
に
潜
水

艦
9
隻
を
米
西
海
岸
に
派
遣
、
商
船
5
隻
を
撃
沈
し
た
ほ
か
、
水
上

機
を
飛
ば
し
て
米
本
土
を
空
爆
し
た
。
43
年
後
半
ま
で
は
南
太
平
洋

や
イ
ン
ド
洋
で
も
米
英
の
商
船
を
攻
撃
し
て
い
る
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
特
殊
攻
撃
機
「
晴
嵐
」
3
機
を
搭
載
す
る
世
界

最
大
の
潜
水
艦
「
伊
4
0
0
」
の
建
造
だ
。
米
東
部
の
首
都
ワ
シ
ン

ト
ン
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
攻
撃
な
ど
無
謀
と
も
思
え
る
作
戦
実
行
を
想

定
し
て
い
た
が
、
戦
局
が
悪
化
す
る
と
、
大
西
洋
と
太
平
洋
を
結
ぶ

パ
ナ
マ
運
河
の
太
平
洋
側
出
口
に
派
遣
し
、
大
西
洋
か
ら
太
平
洋
に

な
だ
れ
込
む
米
艦
船
の
侵
入
阻
止
を
狙
う
作
戦
に
切
り
替
え
た
。
た

だ
、
い
ず
れ
も
実
現
せ
ず
に
終
わ
っ
た
。

　

44
年
以
後
の
戦
局
悪
化
で
、
南
方
か
ら
の
補
給
や
資
源
輸
送
が
ま

ま
な
ら
な
く
な
り
、
日
本
沿
岸
で
す
ら
安
全
に
航
行
で
き
な
い
状
況

に
陥
っ
た
。
代
表
例
は
44
年
11
月
、
戦
艦
か
ら
改
造
し
、
横
須
賀
で

竣
工
し
た
ば
か
り
の
空
母
「
信
濃
」
が
、
呉
へ
の
回
航
中
に
米
潜
水

艦
か
ら
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
撃
沈
さ
れ
た
こ
と
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

戦
時
中
、米
太
平
洋
艦
隊
司
令
官
を
務
め
、「
敵
は
ニ
ミ
ッ
ツ
、マ
ッ
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カ
ー
サ
ー
」
と
日
本
で
名
指
し
さ
れ
た
ニ
ミ
ッ
ツ
提
督
（
元
帥
）
は
、

「
古
今
東
西
の
戦
史
に
お
い
て
、
真
の
潜
在
能
力
が
使
わ
れ
な
か
っ

た
稀
有
な
例
」
と
評
す
る
ほ
ど
、
日
本
海
軍
の
潜
水
艦
隊
の
働
き
は

芳
し
く
な
か
っ
た
。

原
子
力
潜
水
艦
の
父

　

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
原
爆
を
開
発
す
る
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
に

深
く
関
わ
っ
た
米
南
部
テ
ネ
シ
ー
州
の
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
国
立
研
究

所
。
原
子
力
開
発
の
中
心
地
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
こ
の
地
に
、
終
戦

翌
年
の
1
9
4
6
年
、
後
の
海
軍
提
督
ハ
イ
マ
ン
・
リ
ッ
コ
ー
バ
ー

海
軍
大
佐
が
赴
任
し
た
。

　

大
佐
は
在
任
中
、
ロ
ス
・
ガ
ン
博
士
と
、
ア
ル
ビ
ン
・
ワ
イ
ン
バ
ー

グ
博
士
ら
と
交
流
を
深
め
る
。
ガ
ン
博
士
は
戦
時
中
、
広
島
型
原
爆

用
の
濃
縮
ウ
ラ
ン
製
造
に
取
り
組
み
、
戦
後
は
原
潜
導
入
を
提
唱
し

た
物
理
学
者
だ
。
ワ
イ
ン
バ
ー
グ
博
士
は
、
長
崎
型
原
爆
に
使
っ
た

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
製
造
す
る
原
子
炉
製
造
を
担
当
し
た
核
物
理
学
者

だ
っ
た
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
で
電
気
工
学
の
修
士
号
を
取
得
す
る
な
ど

技
術
に
明
る
い
大
佐
は
、
酸
素
を
必
要
と
し
な
い
原
子
力
は
、
潜
水

艦
の
動
力
に
最
適
だ
と
確
信
す
る
に
至
る
。
米
海
軍
は
1
9
3
9
年

か
ら
42
年
に
か
け
て
、
原
潜
の
開
発
を
計
画
し
た
が
、
核
爆
弾
製
造

を
目
指
す
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
を
優
先
す
る
た
め
中
止
さ
れ
た
経
緯

が
あ
る
。
半
年
間
の
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
勤
務
の
後
、
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン

に
移
動
し
た
大
佐
は
、
原
潜
計
画
の
復
活
を
あ
ち
こ
ち
で
説
き
始
め

た
。

　

だ
が
、
気
難
し
く
、
上
司
に
も
ず
ば
ず
ば
と
意
見
を
言
う
な
ど
、

型
破
り
な
性
格
で
知
ら
れ
る
リ
ッ
コ
ー
バ
ー
氏
は
海
軍
で
は
好
か
れ

て
い
な
か
っ
た
。
彼
の
原
潜
計
画
に
耳
を
傾
け
る
人
は
な
く
、
諦
め

き
れ
な
い
リ
ッ
コ
ー
バ
ー
氏
は
、
太
平
洋
艦
隊
司
令
官
か
ら
海
軍
作

戦
部
長
に
就
任
し
た
ニ
ミ
ッ
ツ
提
督
に
直
接
、
働
き
か
け
る
道
を
選

ぶ
。
こ
れ
が
成
功
、
海
軍
の
原
子
炉
部
門
の
責
任
者
と
し
て
、
艦
艇

用
原
子
炉
の
開
発
を
統
括
す
る
に
至
っ
た
。
さ
ら
に
、「
い
か
な
る

困
難
に
も
対
処
で
き
る
人
物
」
と
評
価
さ
れ
、世
界
初
の
原
潜
「
ノ
ー

チ
ラ
ス
号
」
の
開
発
を
任
さ
れ
る
。

　

原
潜
計
画
は
、
米
海
軍
の
潜
水
艦
乗
り
の
あ
こ
が
れ
の
的
と
な
っ

た
。「
潜
水
艦
隊
は
挑
戦
し
が
い
が
あ
り
、興
味
の
わ
い
て
く
る
任
務
。

私
の
人
生
で
、も
っ
と
も
面
白
い
、楽
し
い
時
間
の
一
こ
ま
だ
っ
た
」。

そ
う
自
伝
に
記
し
た
後
の
米
国
大
統
領
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
氏
も
そ

の
魔
力
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
た
一
人
だ
。

　

海
軍
兵
学
校
卒
業
後
、
潜
水
艦
乗
り
に
な
っ
た
カ
ー
タ
ー
氏
は
、

原
潜
計
画
へ
の
参
加
を
目
指
し
候
補
者
選
考
面
接
に
臨
む
。
面
接
官

は
リ
ッ
コ
ー
バ
ー
大
佐
だ
っ
た
。
カ
ー
タ
ー
氏
の
自
伝
「
な
ぜ
ベ
ス

ト
を
尽
く
さ
な
い
の
か
」
に
、
そ
の
時
の
光
景
が
つ
ぶ
さ
に
描
か
れ

て
い
る
。

　

面
接
の
課
題
は
、自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
カ
ー
タ
ー
氏
は
、

得
意
だ
っ
た
時
事
問
題
、
航
海
術
、
砲
術
、
海
上
戦
術
、
電
子
工
学
、

音
楽
、
文
学
を
選
ん
だ
。
だ
が
、
大
佐
は
、
難
し
い
質
問
を
浴
び
せ
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続
け
る
。
カ
ー
タ
ー
氏
は
、自
信
を
持
っ
て
選
ん
だ
分
野
で
す
ら「
実

は
た
い
し
て
知
っ
て
い
な
か
っ
た
」
こ
と
を
、
2
時
間
に
及
ぶ
面
接

で
、
い
や
と
い
う
ほ
ど
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

　

大
佐
は
、
冷
や
汗
で
び
っ
し
ょ
り
に
な
っ
た
カ
ー
タ
ー
氏
に
最
後

に
と
ど
め
を
刺
す
。「
君
は
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
の
か
ね
」
と
。「
は

い
」
と
答
え
か
け
た
カ
ー
タ
ー
氏
だ
が
、
つ
ば
を
ご
く
り
と
飲
ん
だ

後
に
「
い
い
え
」
と
答
え
た
。
大
佐
は
、し
ば
ら
く
無
言
で
カ
ー
タ
ー

氏
の
顔
を
じ
っ
と
見
つ
め
た
後
、
面
接
終
了
を
告
げ
る
か
の
よ
う
に

椅
子
を
横
に
く
る
り
と
回
し
「
な
ぜ
ベ
ス
ト
を
尽
く
さ
な
か
っ
た
の

か
（W

hy not the best

）」
と
言
い
放
っ
た
。
カ
ー
タ
ー
氏
は
無

言
で
部
屋
を
辞
去
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

　

幸
い
、
カ
ー
タ
ー
氏
は
面
接
試
験
に
合
格
し
、
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
に

次
ぐ
原
潜
2
番
艦
「
シ
ー
ウ
ル
フ
」
の
乗
務
員
将
校
に
選
定
さ
れ
る
。

潜
水
艦
の
建
造
を
見
守
る
一
方
、
原
子
炉
の
製
造
を
担
当
し
た
ゼ
ネ

ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（
G
E
）
社
に
も
赴
い
た
。
そ
の
か
た
わ

ら
、
ユ
ニ
オ
ン
大
学
の
大
学
院
で
原
子
炉
工
学
や
原
子
物
理
学
に
関

す
る
講
義
を
受
け
る
日
々
を
過
ご
す
。

　

原
潜
建
造
の
技
術
的
課
題
は
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
目
は
、
原
子
炉

を
い
か
に
潜
水
艦
に
収
ま
る
サ
イ
ズ
に
小
型
化
で
き
る
か
と
い
う

点
、
二
つ
目
は
、
乗
組
員
の
被
爆
を
防
ぐ
た
め
、
し
っ
か
り
と
し
た

遮
蔽
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
の
原
子
炉
は

加
圧
水
（
P
W
R
）
型
を
採
用
、
米
ウ
エ
ス
チ
ン
グ
ハ
ウ
ス
社
が
開

発
・
製
造
を
担
当
し
た
。
53
年
3
月
に
初
臨
界
を
達
成
す
る
。

世界初の原潜「ノーチラス」号。退役後は、米東部コネティカット州グロートンに
展示されている。＝米国防総省提供
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ち
な
み
に
、
米
国
初

の
商
用
原
子
力
発
電
所

「
シ
ッ
ピ
ン
グ
ボ
ー
ト
」

は
57
年
12
月
に
臨
界
に

達
し
、
翌
58
年
か
ら
東

部
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
郊
外
で

商
業
運
転
を
開
始
し

た
。
使
わ
れ
た
炉
は
、

原
子
力
空
母
用
に
建
造

し
た
も
の
を
転
用
し
た

も
の
だ
っ
た
。

　

だ
が
、
カ
ー
タ
ー
氏

が
あ
こ
が
れ
の
原
潜
に

乗
務
す
る
日
は
こ
な

か
っ
た
。
す
い
臓
が
ん

を
患
っ
て
い
た
父
が
病

死
し
た
た
め
、
故
郷
の

農
場
を
継
ぐ
こ
と
に

な
っ
た
か
ら
だ
。
妻
ロ

ザ
リ
ン
さ
ん
の
反
対
を

押
し
切
る
形
で
61
年
12

月
、
カ
ー
タ
ー
大
尉
は

15
年
務
め
た
海
軍
を
辞
し
、南
部
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の
農
場
に
戻
っ
た
。

　

リ
ッ
コ
ー
バ
ー
大
佐
は
、
大
統
領
や
議
会
の
支
援
を
受
け
、
海
軍

内
の
反
対
を
押
し
切
る
形
で
昇
進
を
続
け
た
。
73
年
に
は
大
将
に
ま

で
昇
格
し
、
82
年
に
退
任
す
る
ま
で
米
海
軍
最
長
と
な
る
63
年
間
も

軍
務
に
就
い
た
。「
原
子
力
海
軍
の
父
」
と
呼
ば
れ
た
。
毀
誉
褒
貶

は
あ
る
が
、
他
人
に
も
自
分
に
も
厳
し
い
人
で
、
特
に
安
全
管
理
の

徹
底
に
心
を
砕
い
た
。
潜
水
艦
で
は
、
一
人
の
ミ
ス
が
全
乗
組
員
の

死
に
直
結
す
る
か
ら
だ
。
そ
の
お
か
げ
も
あ
り
、
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
の

就
役
か
ら
半
世
紀
を
経
た
今
も
、
米
海
軍
の
原
潜
や
空
母
な
ど
原
子

力
艦
船
の
事
故
は
起
き
て
い
な
い
。

　

次
回
は
、
東
西
冷
戦
時
代
に
あ
っ
た
米
ソ
原
潜
の
熾
烈
な
戦
い
の

姿
を
描
く
。
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